
こ
の
『
崎
陽
諏
訪
明
神
祭
祀
図
』（
以
下
『
祭
祀
図
』
と
略
す
）
は
、
作
者
や
絵
師

の
名
前
な
ど
は
不
明
で
す
が
、
い
ま
か
ら
二
百
年
前
の
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八

一
七
）
の
、
長
崎
く
ん
ち
の
後
日
の
諏
訪
神
社
社
頭
か
ら
御
旅
所
ま
で
の
間
に
、
十
三

カ
町
の
奉
納
踊
り
と
御
神
輿
の
行
列
を
描
い
て
い
ま
す
。

こ
の
『
祭
祀
図
』
の
最
大
の
特
徴
は
、
記
録
さ
れ
た
情
報
量
の
多
さ
で
す
。
奉
納
踊

り
と
御
神
輿
の
行
列
を
カ
ラ
ー
で
、
人
物
約
四
千
人
、「
町
屋
」
約
百
軒
、
こ
れ
だ
け

多
く
の
人
や
家
が
書
き
込
ん
で
あ
り
ま
す
。
二
百
年
前
の
「
長
崎
く
ん
ち
」
の
姿
が
良

く
画
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
『
祭
祀
図
』
は
現
在
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
所
蔵
物
な
の
で
す
が
、
以

前
は
住
友
家
の
所
有
で
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
同
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
す
。
長
崎
く
ん
ち
に
興
味
を
持
っ
た
住
友
家
が
、
絵
師
を
長
崎
に
派
遣
し
た
の

か
、
そ
れ
と
も
長
崎
の
絵
師
に
依
頼
し
て
、
数
年
が
か
り
で
完
成
さ
せ
た
も
の
と
思
わ

れ
、
巻
物
の
全
図
は
限
定
し
た
あ
る
年
の
く
ん
ち
風
景
で
は
な
く
、
踊
町
が
一
巡
す
る

七
年
間
を
通
し
て
、
目
立
っ
て
珍
し
か
っ
た
奉
納
踊
り
が
詳
細
に
描
か
れ
、
二
百
年
前

の
長
崎
く
ん
ち
の
総
集
編
的
絵
巻
で
す
。

『
祭
祀
図
』
の
序
章
に
当
た
る
上
巻
の
冒
頭
に
は
、

神
社
全
景
が
鳥
瞰
図
と
し
て
描
か
れ
、
次
に
傘
鉾
を

中
心
に
踊
り
を
奉
納
す
る
模
様
が
生
き
生
き
と
描
か

れ
て
い
ま
す
。
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
後
日
の
奉

納
踊
の
場
所
が
、
現
在
の
長
坂
前
の
「
踊
り
場
」
で

は
な
く
、
そ
の
一
段
下
の
流
鏑
馬
（
や
ぶ
さ
め
）
が

お
こ
な
わ
れ
た
馬
場
の
す
ぐ
上
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

踊
場
で
は
社
殿
に
向
か
っ
て
右
側
に
桟
敷
を
作

り
、
こ
の
当
時
は
新
旧
の
両
奉
行
と
も
に
奉
納
踊
り

を
見
て
、
三
体
の
御
神
輿
（
お
み
こ
し
）
を
出
迎
え
、

御
神
輿
の
還
御
の
あ
と
神
社
に
参
拝
し
、
再
び
桟
敷

に
も
ど
り
流
鏑
馬
を
見
た
の
で
す
。
そ
し
て
見
物
人

も
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

行
列
の
通
り
に
面
し
た
家
は
、
表
の
格
子
を
開

け
放
し
緋
毛
氈
を
敷
い
て
見
物
席
と
し
、
各
家
に

は
家
紋
を
染
抜
い
た
幔
幕
を
張
り
、
竹
矢
来
が
並

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

踊
町
の
行
列
は
、
寄
合
町
の
本
踊
り
。
上
筑
後

町
の
獅
子
踊
り
。
本
籠
町
の
蛇
踊
り
。
勝
山
町
の

大
薩
摩
。
万
屋
町
の
鯨
引
き
。
不
明
の
町
・
本
踊

り
。
伊
勢
町
の
竹
ん
芸
。
中
巻
の
東
浜
町
の
唐
子

踊
。
八
幡
町
の
山
伏
行
列
。
江
戸
町
の
阿
蘭
陀
行

列
。
銀
屋
町
の
鷹
狩
行
列
。
袋
町
の
本
踊
と
続
き

ま
す
。
昔
の
く
ん
ち
は
「
通
り
物
」
が
主
で
し
た

の
で
其
の
意
が
よ
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
『
祭
祀
図
』
に
描
か
れ
て
い
る
多
く
の
町
が
行
列
仕
立
て
で
す
が
、
銀
屋
町
は

総
勢
二
百
人
以
上
が
帯
刀
し
た
大
名
の
鷹
狩
行
列
で
最
多
数
の
「
通
り
物
」
な
の
で
す
。

こ
の
『
祭
祀
図
』
を
描
い
た
絵
師
の
心
に
私
は
気
が
つ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
長
崎
の
人
達
の
「
く
ん
ち
」
に
か
け
る
、
純
粋
な
神
事
に
対
す
る
想
い
が
伝
わ

っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
こ
に
は
ま
っ
た
く
長
崎
人
の
「
く
ん
ち
の
こ
こ
ろ
」
を
感
じ
と

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

『
祭
祀
図
』
下
巻
は
、
大
波
止
の
御
旅
所
か
ら
諏
訪
神
社
へ
の
還
御
行
列
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
大
鉾
（
お
お
ぼ
こ
）
五
本
が
先
頭
を
進
み
、
次
に
四
種
類
十
二
本
の
鉾
と

御
幣
な
ど
が
続
き
ま
す
。
三
体
の
御
神
輿
の
先
払
い
と
し
て
数
々
の
威
儀
物
が
進
み
、

そ
の
後
に
「
六
角
の
御
神
輿
」
三
体
が
登
場
し
ま
す
。
こ
の
六
角
御
神
輿
は
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
現
在
こ
の
古
い
御
神
輿
は
柳
川
の
三
島
神
社

に
払
い
下
げ
ら
れ
、
戦
時
下
に
其
の
二
体
は
廃
棄
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
蓋
松
の
紋
が
つ

い
た
住
吉
神
社
の
御
神
輿
は
現
存
し
て
い
ま
す
。
然
し
三
百
年
前
に
造
ら
れ
た
御
神
輿

は
、
残
念
な
こ
と
に
飾
り
金
具
や
部
品
の
多
く
は
欠
落
し
て
い
ま
す
が
、
細
工
や
塗
り

は
立
派
で
、
形
は
美
し
く
、
堂
々
と
し
て
い
ま
し
た
。

絵
巻
に
は
御
神
輿
に
対
し
て
、
深
々
と
頭
を
さ
げ
て
拝
む
人
々
、
腰
を
折
り
、
手
を

合
わ
せ
拝
む
人
々
が
描
か
れ
、
二
階
の
窓
は
御
簾
が
降
ろ
さ
れ
御
神
輿
を
見
下
す
よ
う

な
こ
と
は
誰
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
の
人
々
の
諏
訪
神
社
へ
の
、
心
か
ら
の
敬
神
の

想
い
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

御
神
輿
の
後
に
は
、
輿
（
こ
し
）
に
乗
っ
た
大
宮
司
が
、
そ
の
後
に
は
、
老
若
男
女

が
楽
し
そ
う
に
御
神
輿
の
お
供
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
神
輿
の
行
列
に
次
い
で
先
払
い
の
御
長
柄
二
十
本
が
登
場
し
て
き
ま
す
。
こ
れ

は
長
崎
奉
行
の
権
威
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
で
、
こ
れ
よ
り
行
列
は
張
詰
め
た
気
配
に
変
わ

り
ま
す
。
こ
の
長
柄
の
後
に
は
、
長
崎
奉
行
を
代
行
し
た
家
老
が
御
名
代
と
し
て
馬
に

乗
っ
て
登
場
。
そ
の
後
に
年
行
司
乙
名
、
御
前
警
護
遠
見
番
、
御
前
警
護
船
番
、
町
年

寄
、
御
前
警
護
町
使
、
五
箇
所
宿
老
、
長
崎
会
所
目
付
吟
味
役
、
長
崎
会
所
請
払
役
並

格
迄
、
阿
蘭
陀
大
小
通
詞
、
唐
大
小
通
事
、
と
長
崎
地
役
人
の
整
然
と
し
た
長
い
行
列

が
、
お
供
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
後
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
人
と
中
国
人
も
行
列
に
つ
い

て
歩
い
て
い
る
こ
と
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
唐
人
達
は

「
長
崎
く
ん
ち
」
見
物
の
帰
り
を
描
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

住
友
本
家
が
大
阪
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
長
崎
の
く
ん
ち
見
物
が
で
き
る
よ
う
な
絵

巻
を
創
ら
せ
た
お
か
げ
で
、
二
百
年
後
の
私
た
ち
も
二
百
年
前
の
長
崎
の
く
ん
ち
見
物

が
で
き
た
の
で
す
。
古
文
書
に
文
字
だ
け
で
書
か

れ
て
は
い
た
こ
と
が
、
画
像
で
リ
ア
ル
に
、
あ
ま

す
と
こ
ろ
な
く
、
写
真
と
か
わ
ら
な
い
よ
う
な
正

確
さ
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
美
術
的
に
は
単
調
で

幼
稚
に
思
え
る
部
分
も
、
情
報
伝
達
の
観
点
か
ら

見
る
と
非
常
に
優
れ
た
絵
と
い
え
ま
す
。冒
頭
に
、

町
屋
約
百
軒
、人
物
約
四
千
人
と
書
き
ま
し
た
が
、

正
確
に
は
四
千
七
十
三
人
。
内
訳
は
、
出
演
者
が

二
千
七
百
八
十
一
人
、
屋
内
の
見
物
人
が
七
百
七

十
人
、
屋
外
の
見
物
人
が
五
百
二
十
二
人
で
す
。

当
時
の
長
崎
の
人
口
は
五
万
人
を
下
回
っ
て
い
た

の
で
、長
崎
町
民
の
約
一
割
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
協
力
委
員
）

○
本
会
の
十
月
の
行
事
は
多
忙
で
し
た
。
そ
れ
は
本
会
事
務
所
の
あ
る
桶
屋
町
が
七
年

ぶ
り
に
「
長
崎
く
ん
ち
奉
納
踊
町
」
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
本
会
に
も
町
内
よ
り
参

加
依
頼
が
あ
り
、
協
会
あ
げ
て
男
女
総
勢
二
日
間
で
八
十
名
は
和
服
正
装
で
参
加
さ

れ
た
と
事
務
局
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
続
い
て
十
月
二
十
四
日
よ
り
五
泊
六
日
の
予
定
で
、
本
会
恒
例
の
中
国
研
修
旅
行
に

出
発
し
て
い
ま
す
。
参
加
人
員
は
本
保
善
一
郎
顧
問
を
中
心
に
原
田
正
美
会
長
他
に

十
七
名
で
し
た
。
研
修
先
は
サ
ビ
エ
ル
聖
人
の
遺
跡
上
川
島
を
中
心
に
、
近
年
発
見

さ
れ
た
広
州
・
漢
時
代
の
墳
墓
を
中
心
に
し
た
博
物
館
、
世
界
遺
産
の
マ
カ
オ
の
聖

堂
街
を
研
修
の
場
と
し
て
見
学
し
て
歩
き
ま
し
た
。

○
中
国
の
空
は
毎
日
ス
モ
ッ
グ
で
ど
ん
よ
り
と
し
て
お
り
、
一
元
は
十
六
円
で
し
た
。

最
近
の
中
国
は
産
業
都
市
と
し
て
年
ご
と
に
変
っ
て
い
ま
し
た
。
物
価
も
年
ご
と
に

あ
が
っ
て
い
ま
す
と
言
わ
れ
る
。

○
十
一
月
七
日
夜
は
、
県
下
唯
一
の
式
内
社
志
々
伎
神
社
の
夜
神
楽
が
あ
り
、
千
二
百
年
む

か
し
の
神カ

ン

角ズ

力モ
ウ

が
拝
見
で
き
る
と
い
う
の
で
長
崎
日
ポ
協
会
と
本
会
員
の
有
志
で
出
か
け

ま
し
た
。帰
り
に
平
戸
に
寄
り
松
浦
資
料
館
、サ
ビ
エ
ル
教
会
等
も
見
学
し
帰
り
ま
し
た
。

○
志
々
伎
で
は
大
鳥
居
宮
司
、
三
輪
宮
司
を
は
じ
め
、
永
代
社
家
の
芝
山
家
他
、
地
区
の
皆
様
に

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。一
同
大
き
な
ウ
チ
ワ
海
老
の
味
噌
汁
は
大
変
お
い
し
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

○
「
第
八
回
全
国
ぶ
ら
ぶ
ら
節
大
会
」
が
今
年
は
十
一
月
二
十
六
日
午
后
二
時
よ
り
平

野
町
の
平
和
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
の
で
、
例
年
の
よ
う
に
私
に
審
査
委
員
と

し
て
出
席
し
て
下
さ
い
と
平
川
淨
事
務
局
長
よ
り
依
頼
あ
り
。
当
日
は
全
国
よ
り
出

演
者
が
集
ま
っ
て
こ
ら
れ
る
由
。「
会
費
は
無
料
で
す
か
ら
是
非
皆
様
も
ご
自
由
に
、

お
い
で
下
さ
い
」
と
本
多
由
明
代
表
幹
事
よ
り
も
お
誘
い
の
電
話
を
戴
い
た
。

○
衆
議
院
議
員
の
冨
岡
勉
先
生
が
突
然
事
務
所
に
こ
ら
れ
て
、「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・

ベ
ト
ナ
ム
と
長
崎
に
架
け
る
今
昔
の
夢
」
を
著
述
し
た
の
で
と
言
わ
れ
て
、
本
を
持
参

し
て
下
さ
っ
た
。
巻
末
の
参
考
書
を
見
て
い
た
ら
私
が
若
い
頃
よ
り
御
指
導
を
う
け
て

い
る
川
島
元
次
郎
、
岡
田
幸
雄
、
岩
生
成
一
、
永
績
洋
子
の
各
先
生
方
の
御
名
前
を
拝

見
し
、
な
つ
か
し
い
思
い
で
一
気
に
読
ま
せ
て
戴
い
た
。

○
下
関
市
の
水
産
大
学
校
の
中
島
邦
雄
助
教
授
の
御
紹
介
状
を
持
た
れ
て

「
長
崎
べ
っ
こ
う
」
の
研
究
に
、
成
友
ち
え
み
、
田
口
愛
の

お
二
人
が
み
え
ら
れ
た
。
私
が
先
年
「
玳
瑁
考
」
と
い
う

本
を
発
刊
し
て
い
た
の
で
其
れ
に
対
す
る
質
問
で
あ
っ
た
。
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